
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、

地
域
・
近
所
同
士
の
交

流
や
活
動
の
機
会
が
減

少
し
て
い
る
中
で
、
子

ど
も
の
見
守
り
機
会
が

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
は

本
年
10
月
か
ら
、
見
守

り
支
援
が
必
要
な
子
ど

も
の
居
宅
を
訪
問
し
て

子
ど
も
な
ど
の
状
況
を

把
握
し
、
必
要
に
応
じ

て
食
事
を
提
供
し
た
り
、

生
活
指
導
や
学
習
習
慣

の
定
着
を
進
め
た
り
す
る
事
業
を
始
め

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
総
動
員
し
、
支
援
の
必
要

性
が
高
い
子
ど
も
な
ど
を
定
期
的
に
見

守
る
体
制
を
強
化
す
る
国
の
「
子
ど
も

の
見
守
り
強
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
基
づ
き
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
「
や
な
せ
宿
」
で
月
１
回
開
か
れ
て

い
る
「
な
ば
り
こ
ど
も
食
堂
」
で
は
、

食
事
を
す
る
時
間
を
通
し
て
、
子
ど
も

や
保
護
者
が
楽
に
な
れ
た
り
、
不
安
や

悩
み
を
相
談
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
同
時

に
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
や
変
化
を
察

知
す
る
「
気
づ
き
の
拠
点
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
※
な
ば
り
こ
ど
も
食
堂
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

た
め
、
現
在
、
規
模
を
縮
小
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。）

　

市
で
は
、
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
見

守
り
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
や
保
護
者

と
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
深
め
、
地
域

全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
、
支
え
合
う

体
制
の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。　
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地域での見守り支援を強化
 　

●各地区の民生委員・児童委員、主任児童委員（委員の連絡先に関する問い合わせは
医療福祉総務室 63‐7579 へ）
●各地区のまちの保健室（連絡先は地域包括支援センター 63‐7833 へ）

（※）地域の身近な相談先（子育ての悩みや相談も受付）

児童虐待が疑われる事案を発見

相談 ・通告相談 ・通告（※）（※）

生
命
に
危
険
が
あ
る

生
命
に
危
険
が
あ
る

極
め
て
緊
急
性
が
高
い

極
め
て
緊
急
性
が
高
い

警察 110番

伊賀児童相談所
( 24‐8060）緊急性・専門性が高い緊急性・専門性が高い

要保護児童対策地域協議会
（ケース検討会議 ※必要な場合）

施設や里親での
預かり、保護者
への指導

家庭児童相談室（ 63‐2515）・

緊
急

緊
急

地域福祉教育総合支援ネットワーク（解決困難な複合的な課題に対応）
（包括支援センター、福祉・医療・教育機関、地域づくり組織、関係団体で構成）

解決が困難な複合的な課題を抱えた相談者に関して、ワントップの窓口で応対する「ま
ちの保健室」職員と包括的相談員（エリアディレクター）を配置し、関係機関と連携
しながら、虐待などの未然防止や見守り支援を進めています。

緊緊
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性
・　
　
　
　
　
　
　

急
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専
門

　

専
門
性
が
低
い

性
が
低
い

児童虐待の相談・通告から見守り・支援までの流れ

　児童虐待に関する相談・通告があった場合、市はどのような体制で支援を行うのか、
また、虐待の未然防止や早期発見のための市の取組などについてご紹介します。

子
ど
も
や
親
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
地
域
全
体
で
受
け
止
め
る
体
制
づ
く
り
を

　名張市の児童虐待の状況やそもそも「児童虐待」とはどのようなものか、虐待と  
しつけの違いや子どもへの影響などについてご紹介します。

全国的な傾向として児童虐待の対
応件数は年々、増加しています。

核家族化などを背景に、単に虐待件
数が増えたという見方も考えられま
すが、虐待防止についての住民の皆
さんの認識が広がっていることも要
因の一つかもしれません。
しかし、虐待に苦しんでいる子ども
は「氷山の一角」。虐待は家庭内で起
こることが多く、発見が遅れてしまう
ことがあります。今年は、外出自粛や
接触を避ける「新たな生活様式」で、
周囲の目が届かず、潜在化しているお
それがあります。
　　　　　◆　　◆　　◆

虐待を受けている子どもだけでな
く、実は親の方が育児に悩んで

いたり、DV（配偶者からの暴力）な
どで苦しんでいる場合があります。子
育てに一生懸命だからこそ感情的に
なったり、「どうにかしなくてはいけ
ない」と追い詰められ、誰にも相談で
きないまま、結果的に虐待に発展して
しまうことも起きています。
　　　　　◆　　◆　　◆

育児の不安や悩みを周りの人に気
軽に相談でき、周りの人も受け

止めてあげられるような環境をつく
り、親子を孤立させないことが大切だ
と思います。名張市には、地域ぐるみ
で子育てを支え合うしくみや身近に相
談できる場所が充実しています。地域
の皆さんには、子育て中の親子を見か
けたら声をかけて
いただき、親子で
「楽」になれる居
場所や相談場所に
つなげてあげてほ
しいですね。

悩
ん
で
い
る
親
が
「
楽
」
に
な
れ
る
居
場
所
に

悩
ん
で
い
る
親
が
「
楽
」
に
な
れ
る
居
場
所
に
繋繋つ

な
つ
な

げ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。

 しつけを名目にした体罰は「虐待」ですしつけを名目にした体罰は「虐待」です ― 4 月から法律で規定 ― ― 4 月から法律で規定 ―

　家庭児童相談室では、電話や
面談による子育てや家庭での悩
み相談を受け付けています。
　令和元年度の相談件数は 406
件で、そのうち、虐待の相談・
通告件数は 142 件でした。
　本年度は、8 月末ですでに
46件の相談や通告があるなど、
近年、増加傾向を示しています。

児童虐待相談対応件数が増加名張市でも児童虐待相談の対応件数が増加

たたくだけではない。これらはすべて「虐待」
■ネグレクト
（養育保護義務の拒否・怠慢）
●乳幼児を家に残して外出
●食事を与えない
●ひどく不潔にする
●車中に放置　など

■心理的虐待
●言葉による脅し
●無視をする
●兄弟姉妹間での差別
●子どもの目の前で
   家族に暴力をふるう　
   など

■身体的虐待
●殴る、蹴る、たたく
●投げ落とす
●激しく揺さぶる　など

■性的虐待
●性的行為の強要
●性行為を見せる
●性的欲求を刺激するような
　写真の被写体にする　など

虐待が子どもに及ぼす主な影響
■身体への影響…外傷、低身長・低体重、栄養不足　
■知的発達への影響…ことばの遅れ、学習の遅れ
■人格形成への影響…情緒不安定、自尊心の低下、不安定な人間関係、
　　　　　　　　　　暴力的な行動、不安定な対人関係
■世代間の連鎖…自分の子どもへの虐待
◎子どもをたたいたり怒鳴ったりすることは、子どもの脳の発達に深刻な影響を及ぼす
　場合があります。　

　児童虐待防止法などの改正に伴い、4月から「親
がしつけの際に体罰を行うことを禁止」されていま
す。「しつけ」とは、社会のルールやマナーなど、
子どもが自立して生きていくために必要なことを身
に付けられるよう働きかけること。「子どものため」
と思っても心身を傷付けるものは「虐待」です。

×保護者が感情に任せて子
どもをコンロールする

×心や身体を傷付ける

×成長や発達を無視した過
剰な要求

◯子ども自身が感情や行動
をコントロールできるよう
に、落ち着いて教える

◯成長や発達にそった働き
かけ

× 〇

で子育てを支え合うしくみや身近に相
談できる場所が充実しています。地域
の皆さんには、子育て中の親子を見か
けたら声をかけて
いただき、親子で
「楽」になれる居
場所や相談場所に
つなげてあげてほ
しいですね。

て
ほ
し
い
。

て
ほ
し
い
。

係、

すす
伊賀児童相談所   堀川 芳裕 さん

づ
く
り
をを

づ
く
り
ををを

子ども家庭室 担当室長  由川 晃規

虐待は、子育てをしていたら誰に
でも起こりうること。まず、そ

のことを市や地域全体で理解し、受
け止めることが大切です。　　　　
　児童虐待の相談や通告があった場
合には、官民のさまざまな関係機関
で構成する「要保護児童対策地域協
議会」で状況把握を行うとともに、
支援策を検討し、関係機関が連携し
ながら対応にあたります。　　　　
　児童虐待などにより見守り支援が
必要な家庭は、生活困窮やいじめ、
不登校など、複合的な課題を抱えて
いる場合が多くあります。　　　　
　　　　　　◆　　◆　　◆

地域福祉教育総合支援システム
を、市が平成 28年に立ち上げ、

包括的相談員（エリアディレクター）
や各地域の「まちの保健室」職員が、
ワンストップで児童虐待や子育てな
ど複合的な相談に対応。民生委員・
児童委員、警察、児童相談所などと
必要に応じて連携を取りながら解決
を図っています。
　また、まちの保健室では、妊娠期
から出産・育児期まで伴走型の相談
支援を行っているほか、地域の子育
て広場などでは、民生委員・児童委
員、ボランティアなどの協力により、
子育て中の親子を支え合う居場所が
設けられています。

◆　　◆　　◆

市と地域全体で親や
子どものＳＯＳの

サインを発見し、必要
な支援につなげる。そ
して、「できることはす
べてやる」ことが、虐

待を防止するた
めに必要な
ことです。

「児童虐待」の実態は？虐待防止の体制づくり

虐 

待
し
つ
け

家族・親戚、地域住民、保育所、幼稚園、学校、医療機関
まちの保健室、民生委員・児童委員、市各部署など

相談・通告を受けて 48時間以内に調査・安全確認、
緊急性・専門性を判定、保護者への指導

調査・安全確認、緊急度の　
判定、保護者への指導
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心理的虐待
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身体的虐待
37％

心理的虐待
46％
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16％

家庭児童相談室における
児童虐待相談・通告件数

　　児童虐待相談の対応割合（令和元年度）　
　　　　　　※市家庭児童相談室受付分

― 10 月から「なばりこども食堂」に委託 ―

　  立入調査・　  立入調査・
　　　　　　一時保護など　　　　　　一時保護など

市、教育委員会、警察、児童相談所、医療機関、
各種団体が連携して、情報共有、支援策な
どを検討

情報共有情報共有

当該児童・保護者の継続的な見守り・支援、福祉サービスの提供当該児童・保護者の継続的な見守り・支援、福祉サービスの提供

家庭復帰家庭復帰
情報共有・連携情報共有・連携

子ども家庭室（ 63‐7594）


